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能登半島の上部中新統より

サメ脊椎骨化石の産出（予報）＊

亀井節夫*＊

本年（1969年）の4月，石川県珠洲（スズ）市横山海岸（能登半島北東部，禄剛(ロクゴウ）

崎の西方）で平山虎松氏が採集した化石の一部が，金沢大細野義夫氏より京都大学石田志朗氏へ送

られ，その鑑定を依頼された。淡緑色の含海緑石泥岩に含まれた放射状の表面装飾をもつ円盤状の

この標本は， クリーニングの結果，サメの脊椎骨化石と判断される。本邦の中新統よhは， これま

でにサメの歯の化石はしばしば報告されているが，脊椎骨についての記載はないようであるので，

ここに報告する。

化石を含む淡緑色海緑石泥岩は，同地方の地質調査をした石田志朗によれば， その地域に分布す

る南志見（ナジミ）泥岩層の基臓付近のものであるという。“能登半島の地質（1965）”によ

ると，その層準は，北陸第三系の層序区分では音川階下部にあたり，すなわち東北日本の標準区分

での船川階にあたる。したがって， この化石は上部中新統のものといえよう。

南志見泥岩層からは， これまでにサメの歯の化石が知られ, Ch/ (77"ydoseIacル灘s Sp･ '

Caγcha7･odo" 77zegaノodo巧ノS“γ〃S haSjα〃Sが報告されている。サメ．エイを

含む板鯛類ElaSmobranchi iの高等なものでは，石灰化した脊椎骨をもっているが，その石

灰化のパターンによって区分されている(HAssE , 1879,1885)。 一般的には，石灰化した

2つの円錐を向かい合わせて並べたような形状で， その両者は骨組織が支持している(FRANKL1N

&MARsHALL , 1968) 。この骨組織の支持構造は円錐の頂部を通る脊索を中心に石灰化する

が，環状になるもの(Cyclospondylic),同心状に環が重なるもの(tectospondylic),

放射状に配列する板の集合よりなるもの(asterospondylic)とに分類できる(GADow,

1933; DEvILLERs ,1954)。

この標本は， きわめて規則的な織造をもつasterospondylicであり， 部分的には

tectspondylicな構造ももつ。こうした特長は，サメ目Selachi i の中でLamnidae
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の特長として知られているものである(RIEwooD , 1921,Z,TTEL ,1932)。

標本は淡褐色でもろく，表面に放射状と同心円状の装飾をもつ凸状の厚さ2～3""の円盤によっ

て特長づけられる。しかしながら， このものは椎体の表面ではなくて内部の面を示す，つまり裏側

にあたるものである。したがって，椎体の前後の面にあたる部分は，内方に向ってへこんだ浅い円

錐であり，表面は同心円的な環状の模様が認められる( 10"中に6～7線）。中心部はとくにへ

こみ，径3”程度の円状の部分があり， それを中心に石灰化が進んでいる。円盤は最大径62”で

あり，周縁部は平坦となっている。

この円盤は椎体の内面を示すものであるが，中心部から放射状に規則正しく，石灰化した板状構

造の発達した状態が認められるが，全体で約40ほどあり， この板が外縁部に向って2つに分岐す

る。椎体の断面では，外周部にそって， この板は10""中に4～5数えられる。この放射状の模様

の間に，同心円的な環状の構造が弱く認められる。

椎体は圧力により変型していて，厚さは17～20”である。椎体間には空隙部が認められる。

このような椎体の構造に見られる形態上の特長と大きさから判断して， このサメの脊椎骨はca－

γcルαγodo" 771egaノodo" AGAssIz のものと思われる。
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写真1－5

1－3椎体の前後面の内面観 放射状に発達した石灰質板の基底と同心円的な環状の構造が

見られる。

4椎体側面の断面 2つの椎体がならんで左右に見られ，その間に泥がつまっている。

5写真の右上部の同心円状の構造は椎体前後面のcastである。

いずれも自然大
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